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神奈川県の沿岸かつお一本釣漁業で漁獲されるクロマグロ

(Thunnus orientαlis)について

若井洋・詞部久

The Distribution of young Bluefin tuna (Thunnus orientαlis) catched by Skipjack pole 

and line fishery on coastal waters of Kanagawa pref. 

Hiroshi ISHIド， and Kyu OKABE * 

緒 1=事

神奈川県の沿岸かつお一本釣漁業(以下、一本釣漁業

という)は、主に5トン未満の小型漁船を用いて相模湾

及び黒潮内側域の伊豆諸島北部海域に出漁し、カツオ、

クロマグロ及びキハダを対象として日帰り操業を行って

いる。一本釣漁業は、魚種の来遊状況の影響を強く受け、

また餌イワシの入手状況により出漁が騨限されるなど漁

獲変動が大きく計臨的な操業が難しいことから、 2008

年漁業センサスでは8経営体 (1998年5経営体、 2003

年6経営体)Dが操業しているにすぎない。実際、統計上

主たる漁業が一本釣漁業であっても、漁獲状況等により

しらす船びき網漁業、はえ縄漁業や採介藻漁業を操業し、

かつ遊漁案内業も営むなど、神、家経営の安定のため多角

化を図っている。一方で、クロマグロ当歳魚の単価は特

に1000円/kgを超えることがあり、豊漁時には一本釣漁

業の他にひき縄漁業や遊撒船も含め約70隻が漁場に集

中することもある2)。またルアーフィッシングの対象と

してもマグロ類・カツオの人気は高く、週末ともなると

10隻以上の遊詩、船が相模湾の漁場に集結する。

神奈川県水産技術センターは、 1993年以来水産庁の

委託事業として、棺模湾や伊盟諸島北部海域に来遊する

クロマグロやキハダの漁獲実態を把握するための市場調

査や標本船調査等を実施してきた。

本研究は、過去18年にわたる讃査データを整理し本

県沿岸域のマグロ類の漁獲実態を明らかにした。また、

漁獲変動が大きいクロマグロの漁場形成要因の解明のた

め、 2008年度から運用が始まった「関東・東樽海況速

報」等を用いて、漁況と海況との隈係について検討した。

2011. 12. 22 受理 神水セ業穣NO.11-009

脚注* 資源環境部

材料および方法
水揚量鵠査

クロマグロの水揚量は、県下主要5市場(三輔、長井、

横須賀市大楠、小田原、真鶴)の1993年から2010年ま

での水揚データを用いた。また、水揚げされたクロマグ

ロの尾叉長誤.~定結果は、 2000年以降の各年の受託事業
報告書から引用した2-12)。

標本船調査

本県沿岸かつお一本釣漁船 (1993年から2010年まで

年間 3"-'6隻で延べ98隻:長井町漁業協同組合所属50

隻、横須賀市大楠漁業協同組合所属34隻、みうら漁業

協同組合所属8隻、平域市漁業協同組合所属3隻及び小

田原市漁業協同組合所属3隻)に標本船野帳の記入を委

託した。調査期間は、 7月から12月の6ヶ月間である

が、 1994、2006年度は7月から翌年2月の調査期間で

あった。

標本船野i援には、操業内容、表層水温、魚種別漁獲量、

操業位震図等の項目があり、日別操業位置別魚種別漁獲

量を把握することができる。操業位置図の海区は、洲埼

から)11奈埼を結ぶ線より北の海域を2分メッシュ、それ

以南を 5分メッシュに分割した。ただし、接数の海区で

操業して漁獲量が分けられない場合や、海区をまたがっ

て操業した場合は、魚種)3IJ銘柄別漁獲量を海区数で案分

した。遊漁等で尾数しか記入されていない場合は、次の

銘柄別の体重(特大5kg以上、大3.0"-'4.9kg、中2.0"-'

2.9kg、小1.0"-'1.9kg、小小1.0kg未満)を参考とし、

特大6kg、大4kg、中2.5kg、小1.5kg、小小1.0kgと

して漁獲量に換算した。

魚種別漁場利用回数は、海区内で対象魚種が漁獲され

た場合を 1回とカウントし、援数の魚種が漁獲された場

合にはそれぞれの魚種の漁場利用回数を 1回とカウント
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した。また、操業したが漁獲が無い場合はその日の主た

る対象魚種1積の漁場利用回数を 1田とカウントした。

集計値は、 2分メッシュ又は 5分メッシュの中心に、

集計備に比例する円形をプロットして示した。なお、大

室出シ漁場については、漁業者から水深200m以浅で操

業していると指摘を受け、メッシュ内の200m以浅に表

示位置を修正した。

漁獲時の表潤水温は、漁船に搭載された水温計の表示

水温を漁場に到着後、操業開始時に記入することとした。

集計では海区をまたがって操業した場合、すべての海区

を同じ表贈水温として扱った。

標識放流調査

相模湾や伊豆諸島北部海域に来遊するクロマグロやキ

ハダの移動囲避を解明するために、標識放流調査を

2001年から2010年の 8丹から11月にかけて実施した。

沿岸かつお一本釣漁船 l隻を庸船し、一本釣あるいはひ

き縄漁法により釣獲したクロマグロ及びキハダの魚体を

傷つけないよう専用の箱に収め、尾叉長を測定後、速や

かにアンカータグを 1本ないし 2本を背鰭の詞側に打ち

込み放流した。

漁場形成要盟の解明

2008年4月から発行されるようになった「関東・東

海海況速報」は、既存の「一都三県漁海況速報j に比べ

て、等温線や黒潮流路の精度向上、海域の拡大が図られ

た高精度海況図である。本研究では、 2007年から2010

年の各年に好漁となった時期と漁場を標本船調査の結果

から、その時期の海況を「一都三県漁海視速報」及び

「関東・東海海況速報」から把握して、漁況と海況の関

係について検討した。

結果
水揚翠の推移

県下主要5市場の1993年以障のクロマグロの漁法別

水揚震を図 1に示す。7./<揚量は、期間中おおむね3年お

きに好漁となり、年変動は最大の2001年の106トンか

ら最小の2003年の 5トンまで約21倍と大きかった。ま

た一本釣漁業と定置網漁業の水揚量の変動は2001年を

除き期間中同調した。

次に2000年からのクロマグロの月別漁法J3IJ水揚量を

図2に訴す。かつお一本釣+その他釣・延縄の水揚量は、

2007年を除くと 1から 3月にほとんど漁獲がみられな

い。最も多い月は年により違いがみられるものの、 15

トンを越える貯漁は2008年5月を除き 9"-'11月にみら

れた。定置網漁業については 7、8月に水揚量が増え、

概ね11、12月まで獲れ続けた。

クロマグロの尾又長組成の月変化

本県の一本釣漁業及び定震網漁業で2007年に水揚げ

されたクロマグロの月別思文長組成を閤3に示す。 S月

までは56"-'60cmにモードを持つ魚が水揚げされた。 8

月には64cmモードの魚と24cmモードの魚が水揚げさ

れるようになり、 9月以時の組成はモード・範囲ともに

大きくなり、 12月にはモードはないが40"-'56cmの範盟

の魚が水揚げされた。同様に、 2002"-'2005年、 2008

年、 2010年の各年とも 7丹までは50、60cm台の魚の
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図1 ク口マグロの漁法別水揚量
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園2 ク司マグ誌の月別漁法別水揚量(2000......2010)
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みが水揚げされ、また2000年以降の各年とも 8月また

は9丹に入ると20"-'40cm台の小型魚が水揚げされるよ
うになり、その後、月を追うごとに大きくなった2-12)。

クロマグロの主漁場

1993年から2010年までの期間、一本釣漁業でクロマ

グロ漁を操業した漁場の利用回数を図4に示す。クロマ

グロの漁獲は、相模湾から相模灘、沖ノ山、伊豆大島周

辺、薪島周辺や大室出シでみられる。そのなかで利用回

数の多い海域は、東京湾口以西から江ノ島にかけての相

模湾の陸概及び縁辺部、瀬の樽から小田原沖、伊豆大島

周辺にみられた。

6から 8月にクロマグロが漁獲される漁場として、利

用函数の多い海域は伊豆大島罵辺であった(図 5)。一

方、 9月以降になると伊豆大島周辺から相模湾内へと移

動した(国6)。

問様にカツオ・キハダ挽を操業した漁場の利用回数を

図7、歯8に示す。カツオ・キハダの漁獲は、クロマグ

ロと同様の海域でみられた。そのなかで利用匝数の多い

海域は、カツオでは東京湾口以西から江ノ患にかけての

相模湾の陸棚以深で城ケ島沖ブイから浮魚礁周辺、江ノ

島沖、伊豆大島周辺と大室出シであり、キハダでは相模

湾の陸概以深で域ケ島沖ブイから浮魚礁周辺、伊豆大島

周辺と大室出シであり、江ノ島沖を除くとカツオの漁場

と重なっていた。

漁獲時の表層水温

クロマグロの漁獲は、表層水温が15.6"-'28
0

Cの範囲で

みられ、特に23"-'260Cの範圏で多かった(図9)0 6か

ら8月までの期間の伊豆大島周辺ではクロマグロの漁獲

は21.6 "-'28
0

Cの範剖でみられた(図10)。

標識放流

標識放流調査における、 2011年9月末までの放流・再

捕実績を図11、表 1、2に示す。計15尾の再播報告が

得られ再捕率は6%であった。放流年内に再捕された個

体はすべて棺模湾・相模灘で漁獲され、稲取沖の 1個体

を除くと放流位置付近の棺模灘以北で漁獲された。放流

年の翌年に再捕された伺体は、相模湾内、徳島県牟岐大

島沖と伊豆大島沖で漁獲された。 2001年に放流した 1

錨体は、 686日以上経過してメキシコのパハカリフォル

ニア沖で釣獲された。

2007年から2010年の好漁時の漁海況経過

図12の上・中設に城ヶ島沖ブイ周辺で女子漁となった

2007年10月22、24日、 2009年11月5"-'10日の前後10

B関の本黒船による一本釣漁業の日別水揚量を示す。

2007年10月に釣獲されたクロマグロは36cmにモード

があった(図3)0 2009年11月に釣獲されたクロマグロ

は47cmにモードがあったll)。次に悶12の下段に伊豆大

島周辺で好漁となった2010年7丹20、21日の前後10日

間の日別水揚量を示す。 2010年7月に釣獲されたクロ

マグロは63cmにモードがあった12)。
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図11 クロマグロ標識放流再播実績
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標識放流実績表 1

放流尾数(箆叉長)

45尾(27~39cm)

8 尾 (32~35cm)

9 尾 (33~41cm)

2尾 (46.50cm) 

2尾 (40.43cm) 

1尾 (48cm)

放流日

告月14日

10月3臼

年

2001 

1尾 (45cm)

B 尾 (36~49cm)

7 尾 (36~50c問)

5 尾 (48~52cm)

41 尾 (25~35cm)

55尾 (34~50cm) *1 

2罵 (38.40cm) *2 
31尾 (33~40cm)

4 建 (43~50c問)

21~ (40~47c冊)

1罵 (48cm)

1尾 (53cm)

1* :約半数がキハダ
2* :キハダ

11月21日

11月22日

10月27日

2002 

2003 

2005 

2006 

2007 

2009 

2010 

自首

ひき終漁業

遊漁

かつお一本釣漁業
稲取j中

滋漁
稲取j中

73 

サイズ(尾

36cm 

33.9cm 

30cm 

40cm 

30cm 

不明

32cm 

不明

32cm 

49cm 
遊漁
再放流後間日湾補される

定澄網漁業

アメリカ合衆国の遊漁者

放流位言霊

平塚市沖
(350 14.21' N 1390 21. 88' E) 
様須賀市荒鈎j中

(35
0 

11. 68' N 1390 29. 80' E) 
藤沢市江ノ島沖南南西約7マイル
葉山町j中~逗子市小坪沖

大磯町j中

茅ヶ埼市沖
(350 14' N 1390 25'王)
三浦市城ヶ島j中

11月19日 (350 07' N 1390 38' E) 
10月14日 三浦市城ヶ島沖

10月24日 三浦市城ヶ島j中

11月22日 三浦市城ヶ島j中

8月24日 小田原市沖約5マイル
10月26日茅ヶ崎市j中から小田原市沖約5マイル

11月10日 茅ヶ崎市沖

10月2日 葉山町沖

10月18日 横須賀市長井沖

10月1日 大機町j中

10，El29日 藤沢市江ノ騒沖

藤沢市江ノ島沖
11Fl25日 (35・14'N 1390 28' E) 

標識放流再捕実績(クロマグ口)

23 

41 

106 

>686 

11 

114 
26cm 

1.3kg 

26cm 

94cm 

33cm 

41cm 

伎霞

平塚j中

ニ浦市城ヶ重量沖浮き漁礁ブイ

平塚j中

小図原市国府津j中

平塚沖

穏取j中ω4・47.2'N139・05.0'王)
平塚j中

横須賀市長井沖

平塚沖

小田原市御幸が浜沖

ニ宮沖

平塚沖

横須賀市大犠定蜜

平塚;中

パハカリフォルニア半騒j中

横須爽市荒崎沖

横須鍵?有秋谷沖

表2
2001年放流群(8~塁手写織)

年月日

2∞1年9，El14日
初01年9月25日

2∞1年9月14日
2∞1年10月7日
2∞1年9月14日
2'001年10月25日

2001年9月14日

2001年11月26日

2001年9月14日

2∞1年12月29B
2∞1年12月29B
2001年9月14B

2002年1，El6B

2001年9，El14日

2003年8月

初01年10月3日

2∞1年12月5日

町村一日一日一日一
M
M
M

一日一時一時 ひき縄漁業63 

考期間サイズ

46.5cm 

2.5kg 

佼君愛

三浦市城ヶ島j中

ニj議市城ヶ重量:中浮き漁礁ブイ

2005年放

3 

定霞網漁業

サイ

37cm 

38cm、1.2kg

36cm 

不明

38cm 

51cm、2.6kg

位

葉山町j中

機須賀市大犠定鐙

葉山町沖

横須賀市長弁沖

葉山田T;中
徳島際牟妓大島沖

紋流

採摘

2007年放

日一時一日間
かつお一本釣漁業21 

不明97 

考

かつお一本釣i魚雲監

ひき綴i魚l~長

かつお一本釣漁業

備期間

8 

20 

266 

サイズ

41cm 

1.7主E

36cm 

44cm、1.85kg

48cm 

6.1kg 

位震

大磯町j中

一宮j中(議の海)

大磯町沖

横須JI:市秋谷沖

藤沢市江ノ島沖

東京都伊豆大島沖

2009年放流群(3~再捕)

年月日

2009年10月1日

2009年10月9日

2009年10月1日

200唱年10月21信

仰09年10月29B

2010年7月22B

町内一日一日
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図12に示した各年の貯漁時を象徴する海況図を図13 城ヶ島沖ブイ周辺に漁場形成

~留15に示す。図中のマーク(@)はその時の漁場の (kg) 2007年10月 17~26B

位置を示す。 2007年10月22、24日の海況は、黒潮流路 2000 

がN型で黒潮の蛇行の北上部が房総半島に接近し、大島 1000 

東水道に230Cの暖水が波及していた(図13)13)。漁場は 。 ん鴎 zー)翻 悶 1 図

城ヶ島沖ブイの南に形成され、表層水視が20.5""'-'21.10C 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

であった。 (kg) 2∞9年11 月 3~12臼

2009年11月5""'-'10日の梅況は、黒潮流路がN型で10
月下旬後半から黒潮の蛇行の北上部が北偏し11月3日 2000 

には新島に最も接近した。大島東水道から230Cの暖水
1000 I 

が相模灘に波及していた(図14)14)。漁場は城ヶ島沖ブ o L_  
イ周辺に形成され、表層水温が21.4""'-'22.90Cであった。 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

2010年7丹19日から26日の海況は、黒瀬流路がN型 伊豆大島閤辺に漁場形成
で7月14日に黒潮の蛇行の北上部が伊豆諸島北部海域
に接近し、 16日に250Cの暖水が伊良大島商水道から相

(kg) 2010年7月 17~26 臼
3000 

模灘に波及していた。漁場は伊豆大島周辺に形成され
2000 

21日に260C (図15)15)、23日に270Cと昇温した。漁場
1000 

の表層水温は26""'-'28.60Cであった。 。 l 怠翠ヨ 1 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

図12 一本釣漁業によるクロマグロ目別水揚蓋

国13 2007年10丹24臼の海況図 図14 2009年11月3自の海況圏
(一都三県漁海況速報No.5574改変) (関東・東海海況速報2009年11月3自改変)
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図15 2010年7F.121日の海況国
(関東・東海海況速報2010年7月21日改変)

考察
本県におけるクロマグ口の漁獲実態

8月までに漁獲される50、60cm台のクロマグロは成

長式によるとおよそ 1歳魚16)、8月以降に漁獲される20

"-'40cmのクロマグロは尾叉長組成の変化及び成長式か

ら当歳魚と推定され、本県の一本釣漁業は 1歳魚以下の

クロマグロを漁獲していた。

クロマグロは主産卵場である南西諸島からフィリピン

東方にかけての海域で 5"-'7月に産卵し、その年の7月

後半に高知県に来遊し、その後黒潮に乗って日本の太平

洋沿岸を北上し、秋には北海道に達した後、越冬場へ南

下回避する 17)。高知県沖で標識放流した当歳魚が棺模湾

で再捕されることからも明らかなように18)、太平洋を北

上する当歳魚は8"-'12月まで相模湾に来遊し漁獲対象

となっている。また、越冬した 1歳魚は3"-'8月に悶び

伊豆諸島海域及び相模湾に来遊し漁獲されている。相模

湾には2議魚以上も来遊しているが、もっぱら定寵網漁

業で漁獲され一本釣漁業の対象となっていない。

一本釣漁業の漁期は、 1歳魚の来遊状況により年によ

り違いがみられるものの、北上する当歳魚が成長し漁獲

対象となる 9"-'11月が主漁期といえる。

また、主漁場は、 l歳魚については伊豆大島周辺、当

歳魚については東京湾口以西から江ノ島にかけての相模

湾の陸棚及び縁辺部、瀬の海から小田原沖であり、当歳

魚に漁獲対象がシフトすると沿岸域に移動する。これは、

高知県土佐湾でも当歳魚(モード21"-'23cm)の養殖用

種苗サイズが水深200m以浅の陸概に広く分布している19)

こととも共通しており、相模湾に来遊した幼魚が水深

200m以浅の主漁場に分布し成長するものと考えられる。

また、当歳魚の水揚量の多い定置網はいずれも主漁場の

治岸に敷設されており、通常一本釣漁業が操業しない沿

岸域まで分布していると思われる。

以上をまとめると、一本釣操業によるクロマグロ漁は、

3月"-'8月までの期間は l歳魚を主漁場である伊豆大島

周辺で漁獲し、 8丹"-'12月までの期間は当歳魚を主漁

場である東京湾口以西から江ノ島にかけての棺模湾の謹

概及び縁辺部、瀬の海から小田原沖で、 1歳魚とともに

漁獲していると蓄えた。水揚量が当歳魚の来遊状況によ

り大きく変動し、 1歳魚の来遊も不規則であるなど計調

的な操業は難しいが、一本釣漁業者は経験に基づきカツ

オやキハダも含め来遊する資源を状況に応じて華Ij用して

いた。

漁場の表層水温

一本釣漁業のクロマグロ漁は、表園水撮が15.6"-'

28
0Cの範閤で漁獲がみられた(図9)。相模湾の表崩水
温の月別平均値は、 4月の16.01

0Cから最も高い8月の
25.680Cを経て 1月の16.360Cまでその水温帯に入る20)。

独立行政法人水産総合研究センター遠洋水産研究所(以

下、遠洋水産研究所という)は、腹腔内にアーカイバル

タグを装着したクロマグロ未成魚の遊泳生態を調査して

いる。それによると、 2005年10、11月に相模湾で標識

放流し再捕された14個体の再捕時までに経験した表層

水温は、 10丹に22"-'25
0

C、11月に20"-'230C、12月に
15"-'220Cであった21)22)。また、三陸沖の旋網によるク
ロマグロ中・小型魚の漁獲水温は16"-'230Cの範留にあ

ることから23)、この時期の表層水温が相模湾内でのクロ

マグロの分布を妨げる要国にはならないと思われる。

一方、 2007年以外漁獲が見られない 2， 3月の相模

湾の表層水温の月別平均値は、 2月が15.09
0

C、3丹が

15.020C20)と最も低くなり、漁獲時の表層水温を下回る。

遠洋水産研究所が2003年11、12丹に高知県甲浦で標識

放流した個体は、黒潮内側域の紀伊水道から土佐湾沿岸

域で越冬しており、 2、 3月の表層水温が主に15 "-' 

180Cの範囲を遊泳していたお)。このことから、相模湾内

で放流し寵島県牟岐大島沖で再捕された個体は、越冬の

ため相模湾内から移動したものと考えられる。

遠洋水産研究所が2005年10、11月に相模湾で標識放

流したもののうち、相模湾内で放流年内に再捕された

12個体は、遠州灘から駿河湾、相模湾から房総半島沖
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にかけて遊泳し、それらのうち6尾は黒潮が三宅島から

房総半島に接近する流路となった時期に再擁された21)。

その期間中の三管区海洋速報25)の海流概況留によると、

遊泳域は黒潮流路及び黒潮内僻域にあった。本県の標識

放流調査結果でも、放流年内までは相模灘以北で漁獲さ

れていることから、漁獲対象サイズの当歳魚は、相模灘

よりかなり広い範囲の遠州灘、駿河湾、伊豆諸島梅域か

ら房総半島沖の主に黒潮内側域を摂餌剖遊し、 1月以降

になると海水溢の低下とともに西国沖などの越冬場に分

布域を移すと考えられる。

海況と漁況の関係

秋期にまとまった漁獲が見られた2007年10丹中下旬
と2009年11月上旬の操業位置及び漁獲量等と「一都三
県漁海況速報J及び「関東・東海海祝速報j とを比較す

ると、いずれの好漁持にも黒潮の暖水音が大島東水道か

ら主潟、場に接近し漁場周辺に瀬自が形成されていた。ク

ロマグ、口は水温躍麗のような鉛直的に急激な水温変化を

避けており、表層混合層の季節変化に志じて鉛蔑移動の

形態を変化させていることから 26)、表層水温と水塊構造

が複合的に漁場形成に影響していると考えられる。相模

湾では、水温が海面水温から osc変化する深さを表層
混合届の厚さと定義すると10、11月に水深約30m、12
月に約50m20)まで及ぶ。そのような時期に沖合から暖水
が波及することで一時的に表膳混合層に乱れが生じ、ク

ロマグロが瀬巨付近に瞬集し漁場が形成されると考えら

れる。

次に、初夏にまとまった漁獲がみられた2010年7月
下句の操業位置及び漁獲量等と「関東・東海海況速報j

とを比較すると、 7月16日の暖水波及により伊豆大島周
辺が著しく昇温し好漁となった。クロマグロは水温躍膳

が発達する夏季にはごく表閣を遊泳することから 26)、暖

水舌に乗って漁場に来遊したと考えられる。

「関東・東海海況速報j の発行は、黒潮流路や表膳水

温分布が正確に把握できるようになり梅況と漁況との関

係解明に大きく貢献している。現時点では推測の域を出

ないが、黒潮流路がNないしB裂で黒潮の蛇行の北上部

が伊盟諸島北部海域に接近し、援水舌が主漁場におよぶ

と好漁が期待できると推測される。

援水渦の縁辺部は植物プランクトンが多くマイワシな

どの餌料環境が良ことから、クロマグロなどの漁場が形

成されやすい27)。同様に、黒潮系暖水と植物ブランクト

ンが多い沿岸系水が接する援水舌縁辺部もクロマグロに

とって餌料環境が良いことが推測される。今後、海況情

報については、伊豆諸島北部構域を網羅する密星画像の

クロロフィルa分布図を作成し媛水舌縁沼部等を明らか
にするとともに、「関東・東海海況速報Jよりデータ密

度の高い詳細海況図を作成し、漁業者の漁場探索能力の

向上の一助としたい。
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